
Voｌ.１5 
令和６年 1 2 月  ９日 

発行：三川町教育委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校運営協議会・地域学校協働活動通信 三 川 町 

三川町の小中学校では、「児童・生徒主体の授

業」や「探究的な学び」が日常的に取り入れられ

ています。例えば、児童や生徒が設定した課題に

ついて、情報を様々な手段を用いて取り入れな

がら、対話による思考を重ね、学んだことをまと

めにつなげていくという授業です。教師主導で

進めていく授業形態だけでなく、児童・生徒主体

の協働的な授業形態が増えてきています。 

また、各学校では、「ふるさと三川に想いをよ

せる子どもの育成」をめざし、地域の環境や人材 

を生かした教育活動を行い、地域とのつなが

りを大切した学習に取り組んでいます。 

今の子どもたちは、以前にも増して学習に

意欲的に取り組み、情報機器を駆使して知識

を取り入れ、積極的にまとめようとするたく

ましさが見られます。 

学校での学びは、地域とかかわり「生き方」

を育むことや、答えを求める学習から「自分

で意思決定する学び」等へと変化してきてい

ます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 回学校運営協議会の議事録は、三川町 HP からご覧いただけます。 

三川町役場 HP →「暮らし」→「コミュニティ・スクール」 

 

 

・１５０周年記念事業は、多くの地域の

方々の協力で盛大だった。感謝したい。 

・今後も、「自分を振り返る力」「対話する

力」「課題に気づく力」の３つをあらゆ

る教育活動で意識していくことで、骨

太な学びの力をもった人間に育ててい

きたい。  

・人口減少や少子化の時代に「少数精鋭 

一騎当千の強者」に育てたい。そのため

に「志」を高めていくことを大切にして

いく。 

 

・学校目標の「主体的に」は「自分からが

んばること」。「共に」は、「みんなでが

んばること」と全校児童に話をした。 

・みんなのために進んで「善行」を行って

くれる児童が多くなった。 

・東郷祭では、「自分からがんばる」「みん

なでがんばる」の両面がみられた。 

・「けじめ」を大切に、子どもたちに考えさ

せながら指導している。 

 

 

・１１月１６日の創立１５０周年記念式

典はとても良い会であった。地域とのつ

ながりを実感できた。 

・子ども像に掲げた「ニコニコ」「ワクワ

ク」「イキイキ」を、学級・委員会活動・

ＰＴＡなど学校全体で共有しながら取

り組んできた。 

・ペア学習やグループ学習による協働的

な学びの成果が「協力する姿」「助け合

う姿」等となって子どもの中に見られよ

うになってきた。 

 

・生徒会主催の縦割りでのコミュニケー

ションづくり集会を実施。生徒が主体と

なり、良い活動を行ってくれており、生

徒たちの雰囲気もよいと感じている。 

・「生徒の声アンケート」の結果を見る

と、多くの項目で良好な傾向が見られる。 

・「授業改善」に教員が真摯に取り組んで

いる成果として、学校の安定につながっ

ている。 

学校３年生になると、社会科の副読本 

として「わたしたちの三川町」が配付されま

す。この副読本には、三川町の歴史や産業、くらしについて記載さ

れています。今回の協議会で、子どもたちがどんなことを学習して

三川町への理解につなげているかを委員の方々にご覧いただきま

した。委員の方々からは「この副読本を、ぜひ保護者も子どもと一

緒に読んでいただきたい。大人も参考にしてほしい」という声があ

がりました。 


